
◎林泉等

今回の筆者

癒
訪
塾
㊨
諏
訪
の
八
十
八
ヶ
所
霊
場
本
尊

小
泉
寺
に
は
、
馬
頭
観
音
の
他
に
も

大
切
に
さ
れ
て
い
る
仏
様
が
あ
り
ま

す
。
五
ケ
寺
と
呼
ば
れ
る
特
別
な
仏
閣

が
諏
訪
に
は
あ
り
、
高
島
藩
政
時
代
に

は
僧
侶
が
参
勤
交
代
の
よ
う
に
江
戸
へ

出
向
き
、
将
軍
か
ら
御
朱
印
を
頂
く
と

い
う
特
別
な
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
江
戸
文
政
期
に
は
諏
訪
八
十

八
ヶ
所
の
霊
場
が
諏
訪
に
成
立
し
、
小

泉
寺
の
「
光
明
閣
」
に
は
、
そ
の
す
べ
て

の
本
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
尊

は
大
日
如
来
で
巡
礼
の
始
め
と
終
り
に

必
ず
参
拝
す
る
総
願
寺
と
さ
れ
て
い
ま

す。
小
泉
寺
の
あ
る
辺
り
で
は
、
昭
和
の

初
め
頃
ま
で
牛
馬
が
田
起
こ
し
な
ど
で

活
躍
し
て
お
り
、
馬
入
れ
と
呼
ば
れ
る

細
い
道
が
家
と
家
の
間
に
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
諏
訪
湖
ま
で
繋
が
る
水
路
も
あ

っ
て
、
舟
戸
な
ど
の
呼
び
名
が
残
っ
て

い
ま
す
。

諏
訪
湖
で
御
神
渡
り
が
毎
年
の
よ
う

に
あ
っ
た
頃
、
凍
り
豆
腐
が
盛
ん
に
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
特
に
中
金

子
の
生
産
は
多
く
、
県
内
で
も
有
数
の

産
地
と
な
り
ま
し
た
。
後
に
高
野
山
（
真

言
密
教
の
聖
地
）
へ
行
っ
た
人
が
、
精

進
料
理
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
、
滑
ら

か
な
凍
り
豆
腐
・
高
野
豆
腐
に
出
会

い
、
そ
の
製
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。
「
ダ
イ
ヤ
豆
腐
」
と
い
う
名
前
を

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
安

く
て
栄
養
価
が
高
い
健
康
食
と
し
て
今

も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

八
十
八
の
仏
さ
ま
が
宿
る
と
さ
れ
る

お
米
。
諏
訪
の
稲
作
地
帯
で
は
、
古
来

よ
り
子
ど
も
た
ち
が
豊
作
を
願
っ
て

「
稲
虫
祭
り
」
を
伝
え
て
い
ま
す
。
小

泉
寺
で
は
そ
の
際
に
、
虫
除
け
の
お
札

を
下
さ
い
ま
す
。
　
＝
随
時
掲
載

小

詳
し
い
場
所
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は

諏
訪
塾
事
務
局
（
電
話
0
7
0
・
8
3

2
3
・
2
1
0
7
）
へ
。

ぶ
ら
り
諏
訪
塾
の
冊
子
は

・
諏
訪
市
観
光
案
内
所

（
J
R
上
諏
訪
部
内
）

・
れ
す
と
ら
ん
割
烹
い
ず
み
屋

（
諏
訪
市
諏
訪
）

・
書
店
「
吉
事
堂
」

（
諏
訪
市
末
広
）

・
す
わ
大
昔
情
報
セ
ン
タ
ー

（
諏
訪
市
博
物
館
内
）

・
諏
訪
書
店
（
通
販
の
み

5
7
・
0
9
9
7
）

・
柏
屋
カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
諏
訪
市
中
洲
神
宮
寺
）

で
販
売
中
で
す
。

諏
訪
の
八
十
八
ヶ
所
霊
場
本
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
小
泉
寺
の
光
明
闇

矢
崎
裕
子
さ
ん

大
昔
調
査
会
、
狼
煙
文
化
調
査

会
会
員
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